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場
所
の
記
憶
/
全
祖
望
の
記
録

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
歴
史
は
降
り
積
も
り
、
や
が
て
発
酵
し
て
文

化
に
な
る
。
場
所
こ
そ
が
文
化
を
蓄
積
さ
せ
る
器
な
の
だ
。
「
場

所
に
問
く
」
と
は
、
場
所
の
中
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ

る
歴
史
と
文
他
を
再
び
解
き
放
つ
試
み
な
の
だ

(1)
。

全
祖
望
(
一
七

O
五

3
一
七
五
五
、
字
は
紹
衣
、
号
は
謝
山
、
都
県

の
人
)
は
、
歴
史
研
究
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
り
得
る
史
資
料
を
多
く

残
し
、
そ
れ
ら
は
現
在
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
、
明
清
交
替
期
に
関
わ
る
史
資
料
の
収
集
-
整
理
が
特
に
有
名
で

あ
る
が
、
思
想
史
研
究
の
一
環
と
し
て
著
さ
れ
る
本
稿
で
は
、
書
院
や

蔵
書
楼
と
い
っ
た
文
化
地
点
に
関
す
る
全
祖
望
の
記
録
に
着
目
し
て
み

た
い
。
「
独
創
性
」
が
一
つ
の
指
標
と
な
る
思
想
史
研
究
で
全
視
望
が

大
き
く
扱
わ
れ
る
こ
と
は
(
と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て
は
)
多
く
な

い
。
彼
は
確
か
に
「
継
承
者
」
で
あ
り
「
整
理
者
」
で
あ
り
「
記
録

者
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
『
宋
元
学
案
』
の
増
補
修
訂
(
2
)

と
い
う
作

業
一
つ
を
取
っ
て
み
て
も
、
そ
の
功
績
(
後
世
の
思
想
史
観
に
与
え
た

影
響
)
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
湖
東
、
特
に
摩
波
地
域
出
身

の
思
想
家
に
関
し
て
は
、
全
祖
望
の
熱
心
な
記
録
/
顕
彰
の
営
み
が
無

早

俊

坂

虞

け
れ
ば
、
彼
ら
の
多
く
が
現
今
の
よ
う
な
形
で
思
想
史
の
中
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
を
鑑
み
る
と

き
、
全
祖
望
の
記
録
の
特
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
、

極
め
て
有
益
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
書
院
や
蔵
書
楼
に
関
す
る

全
祖
望
の
記
録
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
記
録
の
特
性
を
明

ら
か
に
し
、
「
思
想
史
」
の
構
築
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
再
考
す
る
一

助
と
し
た
い
。

書
院
や
蔵
書
楼
と
い
っ
た
具
体
的
な
場
所
に
着
目
す
る
の
に
は
、
も

う
一
つ
理
由
が
あ
る
。
人
は
、
具
体
的
な
場
所
の
な
か
で
し
か
生
を
営

む
こ
と
は
で
き
な
い
。
冒
頭
に
掲
げ
た
文
章
の
表
現
を
借
り
る
な
ら

ば
、
そ
の
場
所
に
は
様
々
な
歴
史
と
文
化
が
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
を
「
場
所
の
記
憶
」
と
言
い
換
え
た
い
の
だ
が
、
そ
の

よ
う
な
「
場
所
の
記
憶
」
に
触
発
さ
れ
て
、
人
目
生
は
様
々
な
彩
り
を

帯
び
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
思
想
家
・
全
祖
望
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
「
場
所
の
記
憶
」
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
の
か
、
そ

し
て
そ
の
出
会
い
を
通
じ
て
全
祖
望
の
言
説
に
ど
の
よ
う
な
彩
り
が
添

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
て
み
た

い
。
そ
れ
は
、
地
縁
血
縁
を
核
と
し
た
人
的
結
合
を
重
ん
じ
る
中
国
社



会
を
分
析
す
る
う
え
で
、
さ
ら
に
は
、
寧
波
地
域
に
対
す
る
場
所
愛

(
4
0
U
畠
UH--自
(

3

)

)

に
満
ち
あ
ふ
れ
た
全
祖
望
T

と
い
う
個
性
を
分
析
す

る
う
え
で
有
効
な
視
点
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
も
う
一
点
だ
け
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
全

祖
望
の
思
想
が
注
目
さ
れ
る
思
想
史
研
究
の
領
域
と
し
て
、
「
漸
東
学

術
史
」
「
漸
東
学
派
」
研
究
が
あ
る
。
様
々
な
論
者
が
様
々
な
議
論
を

(
特
に
大
陸
・
台
湾
で
)
展
開
し
て
い
る
注
目
す
べ
き
研
究
領
域
で
は

あ
る
が
、
「
全
祖
望
と
い
う
枠
組
み
」
か
ら
自
由
に
な
っ
た
研
究
、
全

祖
望
の
問
題
意
識
の
水
準
を
超
え
た
研
究
は
思
い
の
ほ
か
少
な
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
始
め
か
ら
「
祈
東
」
と
い
う
枠
組
み
を
所

与
の
前
提
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
た
め
に
、
「
漸
東
」
と
い
う
場
所

の
気
風
が
本
当
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
逆
に
少
な
い
ー
と
い
う
点
も
、
問

題
で
あ
る

(
4
)
。
そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
も
、
事

波
と
い
う
具
体
的
な
(
場
所
白
記
憶
」
、
そ
れ
に
関
す
る
「
全
祖
望
の

記
録
」
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

一
天
一
障
に
万
巻
楼
を
見
る
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全
祖
望
の
「
天
一
閣
蔵
書
記
」
と
い
う
文
章
は
、
実
に
不
思
議
な
文

章
で
あ
る
。
郵
県
の
人
・
全
祖
望
が
、
地
元
に
あ
る
園
内
屈
指
の
蔵
書

機
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
で
あ
る
か
ら
に
は
、
恐
ら
く
そ
の
偉
大
さ
に

つ
い
て
口
を
極
め
て
顕
彰
し
て
い
る
の
で
な
い
か
と
予
想
し
て
読
む
の

が
人
情
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
予
想
は
尽
く
裏
切
ら
れ
る
。
そ
こ

で
は
、
天
一
閣
主
人
目
沼
氏
に
つ
い
て
積
極
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
な

く
、
別
町
一
族
の
歴
史
が
延
々
と
語
ら
れ
て
い
る
。
考
え
よ
う
に
よ
っ

て
は
、
不
思
議
k
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
失
礼
と
称
す
べ
き
文
章
で
あ
ー

る

こ
の
文
章
の
冒
頭
で
、
全
祖
望
は
、
天
一
閣
に
関
す
る
黄
宗
義
の
文

章
に
言
及
し
、
自
分
が
そ
れ
に
何
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
か

と
謙
遜
す
る
。
だ
が
、
こ
町
通
り
一
遍
な
遜
辞
の
後
で
、
彼
は
、
あ
る

一
族
の
歴
史
に
つ
い
て
語
り
出
す
。

た
だ
、
こ
の
楼
閣
は
明
の
嘉
靖
年
聞
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
楼
閣
中
白
書
籍
は
嘉
靖
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も

と
は
城
西
豊
氏
の
万
巻
楼
の
旧
物
で
あ
る
。
豊
氏
は
清
敏
公
の
後

喬
で
あ
る
。
わ
が
郷
里
に
お
け
る
「
南
宋
四
姓
」
の
一
つ
で
あ
る

が
、
名
声
・
人
徳
の
点
で
盛
氏
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。

豊
氏
は
清
敏
公
よ
り
後
も
、
代
々
、
名
声
あ
る
人
が
続
出
し

た
の
で
、
書
籍
収
集
の
多
吉
で
も
ま
た
並
ぶ
も
の
が
な
か
っ
た
。

出
品
開
の
子
で
あ
る
豊
坊
(
主
が
晩
年
に
心
の
病
を
患
い
、
書
籍

と
墨
蹟
の
世
界
に
耽
溺
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
家
産
の
ほ
と
ん

ど
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
い
、
楼
上
の
書
籍
も
、
宋
版
や
写
本
の

た
ぐ
い
は
門
生
た
ち
に
よ
っ
て
六
割
が
た
盗
み
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
後
に
は
大
火
に
も
遭
い
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
し

まふつふた。
(
天
一
閣
主
人
で
あ
る
)
侍
郎
の
活
欽
氏
は
も
と
も
と
書
籍
の

購
入
が
好
き
で
あ
り
、
か
つ
て
豊
坊
の
と
こ
ろ
か
ら
書
籍
を
紗
写

し
、
ま
た
(
彼
に
)
蔵
書
記
を
執
筆
し
て
く
れ
る
よ
う
求
め
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
事
と
こ
に
至
っ
て
、
幸
い
に
も
残
っ
た
(
豊
氏
の

蔵
書
の
)
余
り
は
天
一
閣
に
帰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

少
し
ば
か
り
王
世
貞
と
交
換
で
紗
書
を
行
っ
て
蔵
書
を
増
や
し
た

の
で
、
出
亘
氏
の
旧
観
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
け
れ
ど
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も
、
そ
れ
で
も
湖
東
地
方
の
雄
た
り
得
た
の
で
あ
る
。

a

〔但

是
閣
肇
始
於
明
嘉
靖
問
、
而
閣
中
之
書
不
自
嘉
靖
始
、
閲
城
西
到

氏
寓
巻
槙
奮
物
也
。
出
亘
氏
局
清
敏
公
之
育
、
吾
郷
南
宋
四
姓
之

一
、
而
名
徳
以
豊
局
最
。
豊
氏
自
清
敏
後
、
代
有
間
人
、
故

其
来
書
之
多
亦
莫
興
比
。
迫
田
川
子
道
生
晩
得
心
疾
、
涼
倒
於
書
湿

墨
癖
之
中
、
喪
失
其
家
殆
輩
、
而
棲
上
之
書
、
凡
宋
製
興
第
本
、

矯
門
生
輩
繕
去
者
幾
十
之
六
。
其
後
又
遭
大
火
、
所
存
無
幾
。
沼

侍
郎
欽
素
好
購
書
、
先
時
嘗
従
道
生
紗
書
、

E
求
其
作
戴
書
記
。

至
是
以
其
幸
存
之
館
、
蹄
於
是
問
。
又
梢
従
穿
州
互
紗
以
増
益

之
、
錐
未
能
復
豊
氏
之
奮
、
然
亦
雄
視
漸
東
意
0

・
「
天
一
閣

議
書
記
」
、
『
結
埼
亭
集
』
外
編
巻
一
七
*
以
下
、
全
祖
望
申
引

用
は
す
べ
て
『
姑
崎
亭
集
』
に
拠
り
、
編
名
巻
数
白
み
を
記
す

こ
と
と
す
る
。
『
鮎
埼
一
一
苧
集
』
は
、
国
立
編
訳
館
か
ら
出
版
さ
れ

た
倉
海
雲
校
注
本
を
使
用
し
た
。
〕

「
南
宋
四
姓
」
と
は
、
史
浩
ら
自
流
れ
を
汲
む
史
氏
、
鄭
清
之
を
輩
出

し
た
鄭
氏
、
楼
錦
ら
の
流
れ
を
汲
む
楼
氏
、
そ
し
て
「
清
敏
公
」
こ
と

豊
稜
(
一

O
三
三

I
一一

O
七
、
北
宋
時
代
に
宰
相
を
務
め
た
)
の
後

育
た
る
豊
氏
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
族
は
、
南
宋
以
来
、
絶
え

る
こ
と
な
く
多
く
白
人
材
を
輩
出
し
続
け
た
、
寧
波
地
域
を
代
表
す
る

名
族
で
あ
る
(
と
み
な
さ
れ
る
て
そ
の
中
で
も
卓
越
し
た
存
在
で

あ
っ
た
豊
氏
の
蔵
書
の
、
幸
い
に
残
っ
た
書
籍
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で

〔
以
其
幸
存
之
館
、
開
帥
於
是
閣
〕
、
天
一
閣
は
漸
東
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ

か
せ
る
こ
と
と
な
る
(
旦
。
も
ち
ろ
ん
、
万
巻
楼
の
以
前
の
勢
い
に
は
、

お
よ
そ
届
い
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
〔
昨
未
能
復
豊
氏
之
奮
〕
。
先

に
、
全
桓
望
の
こ
り
蔵
書
記
を
「
不
思
議
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
失
礼

と
称
す
べ
き
文
章
」
と
評
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
表
現
を
目
に
し
た
沼
氏

の
心
情
は
さ
ぞ
や
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

全
祖
望
が
、
天
一
閣
の
蔵
書
と
城
西
豊
氏
万
巻
楼
と
の
因
縁
を
強
調

す
る
の
は
、
こ
の
蔵
書
記
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
「
天
一
閣
碑
日
記
」

(
外
編
巻
一
七
)
と
い
う
文
章
に
お
い
て
も
、
「
侍
郎
の
沼
欽
氏
が
金
石

を
愛
好
す
る
の
は
、
思
う
に
龍
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
風
習
で
あ
る
〔
氾

侍
郎
之
喜
金
石
、
蓋
亦
豊
氏
之
館
風
ご
と
述
べ
て
い
る
。
「
一
一
色
物
」
と

い
い
、
「
絵
風
」
と
い
い
、
「
難
未
能
復
豊
氏
之
替
、
然
那
雄
視
漸
東

菊
」
と
い
う
。
ま
る
で
彼
の
興
味
関
心
の
所
在
は
、
現
存
す
る
「
浩
氏

天
一
閣
」
に
は
全
く
な
く
、

A
7
は
無
き
「
豊
氏
万
巻
楼
」
に
の
み
注
が

れ
て
い
る
か
白
如
く
で
あ
る
。
全
祖
望
は
何
故
、
こ
の
よ
う
な
「
記

録
」
の
残
し
方
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
ワ

理
由
を
解
明
す
る
て
が
か
り
の
一
端
は
、
全
祖
望
が
、
黄
宗
畿
の
文

章
「
天
一
閣
蔵
書
記
」
(
中
華
書
局
『
黄
梨
洲
文
集
』
四

O
O頁
)
と

同
じ
題
名
の
文
章
を
も
の
し
た
と
い
う
事
実
に
見
い
だ
せ
る
で
あ
ろ

う
。
黄
宗
義
の
「
天
一
問
削
減
書
記
」
は
、
江
南
地
方
の
蔵
書
史
を
知
る

上
で
も
、
黄
宗
義
の
学
聞
の
あ
り
方
を
知
る
上
で
も
、
格
好
の
資
料
で

あ
る
。
全
祖
望
は
、
自
ら
語
っ
て
い
る
よ
う
に
こ
の
文
章
を
ふ
ま
え
、

引
き
継
い
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
章
が
諮
っ
て
い
な
い
事
項
、
つ

ま
り
「
浩
氏
天
一
閣
り
蔵
替
の
ほ
と
ん
ど
が
盛
氏
万
巻
楼
の
旧
物
で
あ

る
」
こ
と
に
焦
点
を
絞
っ
て
詳
述
し
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
、
不
足
し
て
い
た
事
実
を
「
補
足
」
す
る
と
い
う

以
上
に
大
き
な
意
味
を
、
少
な
く
と
も
全
祖
望
に
と
っ
て
は
有
し
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
文
章
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

面
上
[
寧
波
]
に
お
け
る
学
聞
の
正
統
は
、
慶
暦
五
先
生
か
ら
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始
ま
る
。
そ
の
時
、
豊
穣
氏
は
(
五
先
生
の
一
人
で
あ
る
)
楼
郁

か
ら
学
問
を
授
か
り
、
王
説
の
学
友
で
あ
っ
た
。
(
寧
波
に
お
け

る
学
統
は
)
淳
限
四
先
生
の
と
き
に
再
び
盛
ん
に
な
る
。
そ
の

時
、
(
豊
稜
の
四
世
孫
の
)
豊
有
俊
氏
は
(
四
先
生
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
)
樋
簡
・
哀
嬰
よ
り
も
少
し
後
の
世
代
で
は
あ
っ
た
け
れ

ど
も
、
朱
氏
・
陸
氏
の
聞
で
同
じ
く
講
学
し
た
仲
で
あ
る
。
明
代

の
嘉
靖
年
聞
に
は
、
張
邦
奇
が
学
聞
を
論
じ
、
新
建
増
城
(
つ

ま
り
玉
守
仁
・
湛
若
水
)
の
偏
向
ぶ
り
を
か
な
り
修
正
し
た
が
、

そ
の
時
、
盟
照
氏
は
向
調
者
で
あ
っ
た
。
世
間
の
人
は
、
「
マ
田

t

四
大
姓
」
が
、
朝
廷
の
高
位
高
官
に
登
り
つ
め
る
者
を
多
く
輩
出

し
た
こ
と
、
豊
氏
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
一
二
百
年
の
(
同
上
の
)
学
聞
の
正
統
が
連
綿
と
続
い
て
き

た
中
で
、
盛
氏
が
必
ず
そ
こ
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な

い
。
何
と
も
盛
ん
な
こ
と
で
あ
る
。
〔
南
上
事
統
、
肇
開
於
慶
暦

五
先
生
。
時
則
豊
清
敏
公
受
業
於
正
議
横
公
、
而
桃
源
之
友
也
。

再
盛
於
淳
皿
四
先
生
。
時
則
豊
制
使
公
宅
之
於
楊
案
、
雄
積
晩

山
山
、
而
同
諸
島
干
於
朱
陸
之
問
者
也
。
及
明
嘉
靖
中
、
張
文
定
公
論

阻
午
、
頗
矯
新
建
培
城
之
偏
、
時
則
型
車
士
公
、
其
同
心
也
。
世

知
雨
上
四
大
姓
、
重
宝
累
衰
、
豊
氏
興
其
一
、
而
不
知
三
百
年
之

撃
統
、
綿
綿
延
延
、
豊
氏
必
参
其
問
、
鳴
呼
盛
実
。
「
且
旦
皐
土
書

像
記
」
、
外
編
巻
一
九
)

(

7

)

黄
宗
義
以
上
に
「
雨
上
」
に
強
い
愛
着
を
も
っ
全
祖
望
は
、
寧
波
学
術

史
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
城
西
農
民
の
こ
と
を
、
黄
宗
義
以
上
に

吉
田
く
、
そ
し
て
系
譜
的
に
評
価
す
る
。
右
の
引
用
か
ら
、
豊
氏
一
族
に

対
す
る
強
い
敬
意
の
念
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
U

さ
ら
に
は
、
「
我
が
家
の
蔵
書
は
、
先
侍
郎
公

(
8
)

以
来
、
そ
の
大

半
は
城
西
豊
氏
の
と
こ
ろ
か
ら
紗
写
し
た
も
の
で
あ
る
〔
予
家
自
先
侍

郎
公
職
書
、
大
半
紗
之
城
西
聖
氏
。
「
隻
主
山
一
一
民
蔵
書
記
」
、
外
編
巻
一

七
こ
と
い
う
よ
う
に
、
全
氏
一
族
は
城
西
豊
氏
の
臓
脅
か
ら
直
接
的

な
恩
恵
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
思
義
を
、
全
祖
望
が
感
じ
て
い
な
か
っ

た
は
ず
が
な
い
。
ま
た
、
全
氏
一
族
の
蔵
書
は
大
半
が
そ
の
後
失
わ
れ

て
し
ま
う
の
だ
が
、
原
因
白
遠
い
こ
そ
あ
れ
、
山
田
亘
坊
の
代
で
蔵
書
の
多

く
を
失
っ
て
し
ま
う
盛
氏
一
族
の
廃
史
と
自
ら
の
一
族
の
そ
れ
と
を
重

ね
合
わ
せ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
紫
清
観
蓮
花
塘
記
」
(
外
編
巻

一
八
)
の
冒
頭
で
全
祖
望
は
、
豊
榎
の
人
生
に
関
連
し
て
「
宋
代
の
宰

相
で
あ
っ
た
豊
清
敏
公
の
故
居
は
桓
渓
に
あ
っ
た
が
、
貴
顕
と
な
っ
た

後
に
は
月
湖
に
居
住
し
、
そ
の
別
宅
は
城
西
に
あ
っ
た
[
宋
尚
書
豊
前

敏
公
之
故
居
在
桓
渓
、
既
貴
後
在
月
湖
、
而
其
圏
在
城
西
〕
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
地
名
は
、
す
べ
て
全
祖
望
に
と
っ
て
も
ゆ

か
り
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。
「
桓
渓
」
は
彼
の
一
族
の
居
住
地
で
あ
り
、

「
月
湖
」
に
は
先
祖
以
来
の
別
荘
が
あ
り
、
「
城
西
」
に
は
彼
の
先
祖
の

居
宅
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
彼
の
生
誕
地
で
も
あ
っ
た
(
後
述
)
。
こ
の

よ
う
に
盛
氏
一
族
は
、
単
な
る
地
元
の
名
家
と
い
う
以
上
の
意
味
・
悶

縁
を
、
全
祖
望
の
中
で
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
「
漸
東
議
書
家
、
首
推
天
一
閣
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に

(
「
西
江
書
屋
」
、
詩
集
容
一
四
)
、
全
祖
望
が
天
一
閣
に
対
す
る
敬
意
の

念
を
強
く
抱
い
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
そ
の
天
一
閣
に
登
閣
で
き

た
こ
と
は
彼
自
身
誇
り
に
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
天
一
閣
の
蔵
書
か

ら
学
術
研
究
白
面
で
具
体
的
な
思
恵
を
被
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
た
だ
、
全
祖
望
自
身
、
天
一
閣
を
、
ど
こ
か
で
低
く
見
て
い
た
側
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面
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
全
祖
望
に

と
っ

τは
、
部
氏
よ
り
も
よ
り
強
い
愛
着
と
因
縁
を
感
じ
る
一
族
と
し

て
盛
氏
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
族
は
、
宋
代
以
来
の
長
い
歴
史
を
も
っ
名

族
で
あ
っ
た
が
、
万
巻
の
書
に
自
由
ら
れ
る
形
で
没
落
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
こ
と
を
追
憶
し
、
記
念
す
る
こ
と
は
、
天
一
閣
や
万
巻
楼
と
い
う

個
別
具
体
的
な
場
所
の
歴
史
を
記
録
す
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
思
想

家
・
全
祖
望
に
と
っ
て
自
ら
の
学
術
観
と
直
接
結
び
つ
く
重
要
な
案
件

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
狂
気
を
待
び
た
豊
坊
の
人
生
に
対
す
る
次
の
嘆

息
を
見
る
と
き
、
私
は
そ
う
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
ら
は
み
な
、
数
万
巻
の
書
物
に
崇
ら
れ
た
、
も
の
で
あ
る
。

だ
と
し
た
ら
、
書
物
を
読
ん
で
普
く
な
い
結
果
を
招
く
こ
と
は
、

逆
に
、
自
分
の
こ
と
だ
け
に
専
念
し
て
狭
い
世
界
に
頑
な
に
閉
じ

こ
も
っ
て
い
る
輩
が
、
そ
れ
で
も
安
穏
と
何
事
も
な
く
過
ご
し
て

い
る
こ
と
に
及
ば
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
こ
の
楼

閣
に
登
る
た
び
、
書
物
を
閲
覧
す
る
あ
い
ま
に
何
度
も
感
嘆
せ
ぎ

る
を
得
な
い
。
{
皆
此
敦
高
巻
書
局
之
属
也
。
然
則
讃
書
而
不
善
、

反
不
知
事
己
守
陥
之
徒
、
尚
可
帖
然
相
安
於
無
事
。
五
ロ
毎
登
是

閣
、
披
覧
之
除
、
不
禁
重
有
感
也
。
「
天
一
閣
蔵
書
記
」
、
外
編
巻

一
七
)

も
ち
ろ
ん
、
全
祖
望
が
「
専
己
守
岡
之
徒
」
(
こ
白
表
現
も
ま
た
、
遠

回
し
に
天
一
閣
の
運
営
方
針
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
)
に

与
し
て
い
る
は
ず
が
な
い
。
彼
自
身
が
、
そ
し
て
彼
が
敬
愛
し
て
止
ま

な
い
黄
宗
義
(
彼
も
ま
た
「
豊
南
高
別
伝
」
と
い
う
豊
坊
叩
伝
記
を
著

し
て
い
る
)
も
ま
た
、
半
ば
狂
気
じ
み
た
思
い
を
抱
え
つ
つ
「
敷
高
巻

書
」
に
自
己
の
一
生
を
捧
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
現
在
の
成
功
者
で
あ
る

天
一
閣
を
語
る
際
に
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
今
は
無
き
豊
氏
万

巻
楼
に
全
祖
望
が
言
及
す
る
の
は
、
そ
う
い
う
、
屈
折
し
た
自
負
心
の

よ
う
な
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
私
は
考
え
る
。

二
老
閣
で
黄
宗
義
を
継
ぐ

と
こ
ろ
で
、
話
を
明
清
思
想
史
に
限
る
な
ら
ば
、
天
一
閣
よ
り
も
重

要
な
蔵
書
楼
が
寧
波
地
域
に
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
慈
渓
の
二
老
閣
で
あ

り
、
二
者
閣
の
主
人
は
鄭
性
で
あ
る
。
こ
の
鄭
氏
二
老
閣
に
関
す
る
全

祖
望
の
記
録
を
読
み
解
〈
と
き
、
前
節
の
後
半
で
述
べ
来
た
っ
た
こ
と

が
ら
が
、
よ
り
深
く
了
解
で
き
る
。
ま
ず
は
、
鄭
性
に
捧
げ
ら
れ
た
文

章
か
ら
見
て
み
よ
う
。

黄
宗
義
先
生
の
講
学
活
動
に
お
い
て
、
高
弟
は
み
な
五
口
が
雨
上

に
い
た
。
再
伝
し
て
後
は
、
先
生
の
遺
古
れ
た
言
葉
は
存
分
に
発

揮
き
れ
な
い
ま
ま
消
え
て
し
ま
い
、
証
人
書
院
で
学
ん
だ
子
弟
た

ち
は
、
か
つ
て
の
功
業
を
再
び
盛
ん
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
(
黄
斡
の
弟
子
で
あ
る
)
何
基
が
(
金
華
の
地
で
)
朱
子
学

に
光
沢
を
加
え
、
(
衷
愛
の
患
子
の
)
裳
甫
、
(
楊
簡
の
弟
子
で
あ

る
)
銭
時
と
陳
損
が
陸
学
に
光
沢
を
加
え
た
よ
う
な
事
例
を
探
し

で
も
見
つ
か
ら
な
い
り
で
あ
る
が
、
慈
渓
の
鄭
性
先
生
が
最
も
そ

れ
に
近
い
で
あ
ろ
う
か
。
〔
南
雷
黄
氏
之
講
撃
也
、
其
高
弟
皆
在

吾
首
上
。
再
博
以
来
、
緒
喜
一
ロ
消
駄
、
護
人
書
院
中
子
弟
、
不
復
能

振
其
奮
徳
。
求
其
如
北
山
之
有
光
於
朱
、
蒙
斎
・
融
堂
・
和
仲
之

有
光
子
陸
者
、
五
口
未
之
見
也
、
慈
水
鄭
先
生
南
籍
其
庶
幾
乎
。

一
五
獄
遊
人
穿
中
柱
文
」
、
内
編
巻
二
一
〕

こ
こ
に
も
ま
た
「
南
上
」
と
い
う
、
場
所
の
名
前
が
現
れ
て
い
る
。
全
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祖
望
由
思
想
を
理
解
す
る
上
で
こ
の
「
畠
上
」
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
鍵
概

念
で
あ
石
。
そ
も
そ
も
、
ど
の
よ
う
な
形
で
空
間
を
分
節
す
る
か
、
そ

の
空
間
に
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
を
行
う
か
は
き
わ
め
て
政
治
的
な
問

題
で
あ
り
、
地
名
は
価
値
中
立
的
な
用
語
な
ど
で
は
な
い
。
学
術
史
の

整
理
が
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
「
雨
上
」
と
の
関
係
性
の
中
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
祖
望
を
理
解
す
る
上
で
看
過
す
べ
き
問
題
で
は

な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
話
は
二
者
閣
で
あ

る。

鄭
性
先
生
は
、
黄
氏
の
学
聞
を
表
彰
し
て
余
力
が
な
か
っ
た
。

黄
氏
の
居
宅
が
水
害
と
火
災
に
遭
っ
た
後
、
書
籍
が
散
乱
亡
失
し

て
し
ま
っ
た
が
、
(
鄭
先
生
は
)
こ
れ
ら
を
整
理
し
、
故
域
の
買

氏
が
顛
倒
さ
せ
て
し
ま
っ
た
『
明
儒
学
案
』
の
順
序
に
つ
い
て

も
、
誤
り
を
正
し
て
重
刊
し
た
。
以
前
、
(
黄
氏
の
弟
子
で
あ
っ

た
)
御
尊
父
の
鄭
梁
氏
が
自
宅
に
嗣
を
建
て
て
黄
氏
を
杷
ろ
う
と

し
た
け
れ
刊

E
も
果
た
せ
な
か
っ
た
。
先
生
は
そ
の
志
を
成
就
さ

せ
、
居
宅
の
東
側
に
二
者
閣
を
建
て
、
黄
氏
と
(
そ
申
友
人
で

あ
っ
た
)
祖
父
の
鄭
湊
氏
と
を
お
肥
り
し
た
。
春
と
秋
の
仲
丁
の

日
に
は
少
牢
の
お
供
え
物
で
お
祭
り
し
、
賞
氏
の
諸
孫
お
よ
び
学

社
で
学
ん
だ
子
弟
と
を
祭
り
に
招
い
て
、
香
火
の
絶
え
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
し
た
。

も
と
も
と
、
黄
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た
際
に
は
鄭
梁
氏
に
墓
誌
銘

の
執
筆
が
依
頼
さ
れ
た
が
、
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
鄭
先
生

は
私
に
委
嘱
さ
れ
た
。
四
方
の
学
者
が
、
黄
氏
の
学
聞
を
探
し
求

め
よ
う
と
す
る
際
に
は
黄
氏
(
白
後
膏
)
の
と
こ
ろ
に
は
行
か
ず

に
鶴
浦
(

9

)

(

の
鄭
先
生
)
を
訪
れ
た
。
黄
氏
の
諸
孫
が
(
黄
氏

の
)
遺
産
目
録
を
探
し
求
め
る
際
に
も
、
か
え
っ
て
先
生
を
本
家

と
み
な
し
た
。
〔
先
生
於
黄
氏
之
撃
、
表
章
不
遺
像
力
。
南
雷
一

水
一
火
之
後
、
巻
籍
散
乱
佼
失
、
乃
理
而
出
之
、
故
城
賀
氏
顛
倒

明
儒
事
案
之
次
第
、
正
其
誤
而
重
刊
之
。
先
是
、
尊
府
君
高
州
欲

立
洞
子
家
以
記
南
雷
町
不
果
、
先
生
成
其
志
、
築
二
老
閣
於
所
居

東
、
以
紀
南
需
及
王
父
秦
川
観
察
、
春
秋
仲
丁
、
祭
以
少
牢
、
黄

氏
諸
孫
及
同
社
子
弟
皆
滋
之
輿
祭
、
使
知
香
火
之
未
墜
也
。
:

初
、
南
雷
之
卒
也
、
託
志
文
於
高
州
而
未
就
、
至
是
先
生
以
属
之

予
。
四
方
事
者
、
或
訪
求
南
雷
之
島
T

、
不
之
賞
氏
而
之
鶴
浦
、
即

黄
氏
諸
孫
訪
求
簿
録
、
亦
反
以
先
生
潟
大
宗
。
/
同
前
〕

そ
も
そ
も
全
祖
望
に
と
っ
て
、
鄭
性
は
父
親
の
代
か
ら
縁
の
あ
る
人
物

で
、
董
乗
純
編
『
全
謝
山
年
譜
』
(
倉
海
雲
校
詮
本
第
一
冊
所
収
)
に

は
、
康
照
五
八
(
一
七
一
九
)
年
に
、
当
時
一
五
歳
の
全
祖
望
に
鄭
性

が
わ
ざ
わ
ざ
会
い
に
来
た
(
と
金
担
望
の
父
親
に
当
人
が
語
っ
た
)
こ

E
が
記
さ
れ
て
い
る
。
乾
隆
八
(
一
七
四
三
)
年
、
全
祖
望
が
三
九
歳

の
時
に
鄭
性
は
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
に
も
、
黄
宗
義
の
著
述

を
刊
行
す
る
仕
事
を
鄭
性
か
ら
引
き
継
ぐ
ベ
く
、
企
祖
望
は
二
者
閣
を

何
度
も
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
「
私
は
、
鄭
性
先
生
の
家
か
ら

黄
宗
義
先
生
の
草
藁
を
全
て
引
き
取
り
、
一
つ
一
つ
校
訂
し
た
が
、

惜
し
む
ら
く
は
、
鄭
位
先
生
が
既
に
世
を
去
っ
て
お
ら
れ
、
一
緒

に
討
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
〔
予
乃
従
南
鎗
家
意
取
先

生
之
草
藁
、
一
一
謹
定
、
借
手
南
籍
下
世
不
得
輿
共
討
論
之
。

「
南
面
黄
子
大
全
集
序
」
、
外
編
巻
二
五
〕
」
と
い
っ
た
発
言
か
ら
も
う

か
が
え
る
。
全
担
望
に
は
「
仲
春
仲
丁
之
半
浦
陪
祭
黄
梨
洲
先
生
」
と

い
う
題
の
詩
も
あ
り
(
詩
集
巻
四
)
、
そ
ζ

に
は
「
そ
の
時
、
(
鄭
性
先
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生
の
ご
子
息
は
)
私
に
向
か
っ
て
、
黄
宗
義
先
生
の
『
宗
元
学
案
』
を

完
成
さ
せ
る
よ
う
依
頼
さ
れ
た
〔
時
臨
之
属
子
績
成
先
生
米
元
辱
案
こ

と
い
う
原
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
お
け
る
二
老
鼠
の
存
在
の
大
き

さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

つ
い
で
、
全
祖
望
の
「
二
老
関
蔵
書
記
」
を
見
て
み
た
い
。
こ
れ
も

ま
た
、
題
名
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
老
閣
よ
り
も
黄
宗
義
に
関
す
る
叙
述
に

力
点
が
置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
老
閣
を
語
り
つ
つ
実
は
黄
宗
義
の

学
聞
の
要
点
を
論
述
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
、

黄
宗
義
が
書
物
収
集
に
熱
心
で
江
南
地
方
の
蔵
書
家
を
く
ま
な
く
訪
ね

廻
っ
た
こ
と
、
鄭
性
が
二
老
閣
を
建
立
し
た
経
緯
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
以
下
の
よ
う
な
黄
宗
義
論
が
展
開
さ
れ
る
。

私
は
二
老
閣
を
訪
問
し
、
再
拝
し
て
感
に
堪
え
ず
以
下
の
よ
う

に
考
え
た
。
賞
宗
義
先
生
の
蔵
書
は
、
単
に
博
学
と
多
蔵
を
誇
る

も
の
で
は
な
い
。
明
代
以
来
、
学
術
は
大
い
に
破
壊
さ
れ
。
た

が
、
先
生
が
登
場
し
て
か
ら
は
、
義
理
・
象
数
・
名
物
が
統
一
さ

れ
、
さ
ら
に
理
学
・
気
節
・
文
章
が
統
一
さ
れ
、
世
の
学
者
た
ち

に
、
九
流
百
家
を
一
貫
の
道
へ
と
立
ち
返
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
、
明
ら
か
に
知
ら
し
め
た
。
だ
か
ら
、
先
生
の
蔵
書
は
先

生
の
学
術
の
拠
り
所
な
の
で
あ
る
。
古
人
で
蔵
書
記
を
著
し

た
者
は
、
書
物
を
た
め
こ
ん
で
読
ま
な
い
こ
と
を
戒
め
と
し
た
に

過
ぎ
な
い
が
、
先
生
は
学
者
に
、
「
書
物
で
心
を
明
ら
か
に
す
べ

き
で
、
玩
物
喪
志
に
陥
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
語
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
ま
さ
に
蔵
書
の
至
教
で
あ
る
。
先
生
の
詩
学
活
動
は
長
江
以

南
に
あ
ま
ね
く
及
ん
だ
が
、
五
口
が
故
郷
ほ
と
師
承
の
結
実
し
た
土

地
は
な
い
。
〔
予
過
之
、
再
拝
歎
目
、
太
沖
先
生
之
書
、
非
僅
以

考
博
物
、
示
多
蔵
也
。
有
明
以
来
、
翠
術
大
壊
、
‘
自
先
生
合

理
義
象
数
名
物
而
一
之
、
又
合
理
事
気
節
文
章
而
一
之
、
使
昌
平
者

牒
然
於
九
流
百
家
之
可
以
返
子
一
貫
。
故
先
生
之
願
書
、
先
生
之

事
術
所
寄
也
。
古
人
記
蔵
書
者
、
不
過
以
蓄
書
不
讃
矯
戒
、

而
先
生
之
語
皐
者
、
謂
嘗
以
書
明
心
、
不
可
玩
物
喪
志
、
是
則
隷

書

ι至
教
也
。
先
生
構
皐
偏
子
大
江
之
雨
、
而
雛
呑
斯
注
英
如
且
同

郷
。
「
二
老
閣
議
書
記
」
、
外
編
巻
一
七
〕

い
さ
さ
か
唐
突
に
話
題
が
「
吾
郷
」
、
つ
ま
り
寧
波
へ
と
転
じ
、
こ
の

後
に
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
が
、
鄭
梁
を
合
む
、
容
波
黄
門
の
学
者
た

ち
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に
も
全
祖
望
ら
し
い
論
旨
の
展
開
で
あ

る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
黄
宗
義
の
学
聞
の
基
底
を
な
す
も
の
と
し

て
、
長
い
歴
史
を
か
け
て
蓄
積
さ
れ
た
書
籍
群
「
蔵
書
」
が
着
目
さ
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
は
、
こ
の
文
章
が
「
蔵
書
記
」
で
あ
る

占
を
加
味
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
差
し
引
い

て
も
、
こ
れ
を
、
全
祖
望
に
よ
る
黄
宗
義
受
容
の
要
諦
の
一
つ
と
み
な

し
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
黄
宗
義
の
学
聞
を
論
じ
た
言

葉
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
五
日
郷
」
「
雨
上
」
で
開
花
し
た
、
新
し
い
理
想

的
な
学
問
潮
流
の
こ
と
で
あ
り
、
全
桓
遣
は
自
ら
そ
れ
を
自
覚
的
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
を
、
こ
こ
二
老
閣
で
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
限
っ
た
蔵
書
楼
に
関
す
る
記
録
は
、
「
記
録
」
と
い
う

言
葉
が
し
ば
し
ば
想
定
さ
せ
が
ち
な
、
「
そ
こ
に
あ
る
も
の
を
そ
の
ま

ま
写
し
取
る
」
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
場
所
に
蓄

積
し
て
い
る
歴
史
や
文
化
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
痕
跡
に
共
鳴

し
、
そ
の
喪
失
を
哀
惜
し
、
そ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
自
ら
が
理
惣
と

す
る
学
聞
の
あ
り
方
を
継
承
-
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
、
主
観
と
情
熱
が



横
溢
す
る
論
文
で
あ
っ
た
(
叩
)
。
こ
の
よ
う
な
性
質
の
「
記
録
」
は
、

彼
の
文
集
中
の
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
彼
の
文
章
や
記
録
編
纂
作
業
が

後
世
に
与
え
た
影
響
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
は
決
し
て
軽
視
で
き

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
全
祖
望
を

疑
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
る
。
逆
に
、
思
想
家
・
全
祖

望
の
本
領
を
理
解
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な
点
な
の
で
あ
る
。

同
谷
三
先
生
書
院
は
何
処
に
つ

203場所の記憶/全祖望の記録

学
聞
の
行
わ
れ
る
場
所
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
「
蔵
書
楼
」
の
他

に
「
書
院
」
も
あ
り
、
全
祖
望
は
、
寧
波
地
域
の
書
院
に
関
す
る
文
章

も
多
く
残
し
て
い
る
(
日
。
と
こ
ろ
で
、
書
院
に
つ
い
て
考
察
す
る
際

に
は
、
以
下
の
点
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

考
え
て
み
る
に
、
宋
代
の
い
わ
ゆ
る
「
書
院
」
の
多
く
は
、
宿

儒
の
講
学
所
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
桃
源
書
院
が
王
説
の
講
学
所

で
あ
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
清
代
の
書
院
が
、
役
人
や
地
方
が
設

立
し
て
士
人
に
試
験
を
課
す
も
り
で
あ
っ
た
の
と
は
少
し
く
異

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
は
従
学
す
る
者
が
多
く
、
教
育
の

恩
恵
が
及
ぶ
範
囲
は
後
世
の
書
院
の
比
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
、
そ
の
形
跡
を
絶
滅
さ
せ
て
し
ま
う
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、

「
書
院
」
と
名
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
「
居
」
「
斎
」
「
詩
舎
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
後
人
が
先
賢
を
肥
る
た
め
に
建

立
し
、
そ
の
傍
の
建
物
で
者
儒
を
招
い
て
数
学
活
動
を
行
う
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
収
録
し
た
。
逆
に
、
名
前
は

「
書
院
」
と
な
っ
て
い
て
も
、
実
態
は
私
的
な
読
書
・
蔵
書
の
場

所
に
過
ぎ
な
い
も
の
、
た
と
え
ば
全
氏
の
「
同
谷
三
先
生
書
院
」

や
史
氏
の
「
鄭
渓
書
院
」
な
ど
は
、
合
め
な
か
っ
た
。
〔
案
宋
時

所
謂
書
院
多
係
宿
儒
講
事
之
所
、
如
桃
源
書
院
矯
王
説
諸
島
千
慮
、

興
清
代
之
書
院
局
長
吏
或
地
方
設
立
以
課
土
者
略
殊
。
然
当
時
従

事
者
衆
、
教
津
所
被
泊
非
後
世
書
院
所
能
肢
及
。
故
其
跡
不
宣
浪

滅
。
亦
有
不
名
書
院
而
日
居
日
斎
日
講
舎
者
、
文
有
後
人
所
建
以

奉
記
先
賢
而
闘
其
穿
舎
延
書
儒
以
教
授
者
、

A
7
皆
録
之
。
至
名
馬

書
院
而
賓
局
私
人
調
書
慮
或
臓
書
室
、
如
全
氏
之
同
谷
三
先
生
書

院
・
史
氏
郎
漢
書
院
等
刑
不
闘
入
。
『
〔
民
国
〕
邸
聯
通
志
』
興
地

志
「
歴
代
事
校
書
院
考
略
」
]

郵
県
歴
代
の
学
校
書
院
リ
ス
ト
に
附
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
(
編
集
方

針
)
の
一
端
で
あ
る
(
世
)
が
、
我
々
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
リ

ス
ト
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
「
全
氏
之
岡
谷
三
先
生
書

院
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
岡
谷
三
先
生
書
院
」
に

関
す
る
記
録
は
、
し
か
し
、
全
祖
望
の
思
想
史
観
を
考
え
る
上
で
無
視

で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
ま
ず
は
確
認
し
て
み
よ
う
。

冒
頭
で
全
祖
望
は
、
南
宋
の
乾
道
淳
照
年
間
以
後
、
朱
烹
・
陸
九

淵
呂
組
訴
を
祖
と
す
る
三
つ
の
学
派
が
出
現
し
た
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
。
そ
の
後
、
全
祖
望
は
、
「
わ
が
郷
の
先

人
に
は
、
こ
の
三
学
派
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
継
承
す
る
人

物
が
い
た
[
吾
郷
前
輩
於
三
家
之
翠
、
並
有
侍
者
こ
と
語
り
、
議
論

を
、
寧
波
に
お
け
る
三
学
派
の
継
承
へ
と
展
開
さ
せ
る
。

(
申
で
も
)
陸
学
系
が
最
も
早
く
(
に
伝
わ
り
)
、
楊
簡
裳
愛
・

沈
換
・
静
議
(
の
、
い
わ
ゆ
る
「
淳
回
四
先
生
た
ち
」
)
が
そ
れ

で
あ
り
、
江
右
の
門
人
に
こ
れ
に
勝
る
者
は
な
く
、
特
に
楊
簡

衷
饗
は
輝
か
し
い
功
績
が
非
常
に
多
い
。
そ
の
高
弟
に
注
目
す
る
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に
、
哀
甫
を
除
け
ば
、
陳
填
が
展
も
優
れ
て
い
る
。
こ
の
(
陸
苧

の
流
行
の
)
あ
と
に
続
く
の
が
王
応
麟
で
あ
り
、
彼
は
一
人
で
呂

学
の
大
本
を
受
け
継
い
で
い
る
。
・
王
応
麟
の
学
問
の
論
じ
方

は
、
思
う
に
諸
学
派
の
手
法
を
あ
わ
せ
取
っ
て
い
る
が
、
そ
の
文

献
を
網
羅
す
る
手
法
は
、
実
に
呂
祖
謙
を
手
本
と
し
て
お
り
、
ま

し
て
王
応
麟
は
幼
く
し
て
楼
坊
を
師
と
し
て
い
る
白
で
、
呂
祖
謙

の
学
統
で
あ
る
こ
L
C

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
朱
学
(
の
系
譜
)

は
、
巴
陵
の
楊
屈
の
学
統
が
あ
る
が
、
そ
の
学
問
を
史
蒙
測
が
授

か
り
、
そ
し
て
賞
震
は
さ
ら
に
独
自
に
(
朱
学
を
)
遣
さ
れ
た
書

物
か
ら
受
け
継
い
だ
。
こ
の
当
時
、
首
句
[
寧
波
]
の
学
者
は
鼎

の
支
柱
の
よ
う
に
(
三
学
派
が
)
並
び
立
ち
、
・
隆
盛
を
誇
っ

た
。
〔
而
陸
型
最
先
、
楊
・
哀
・
針
沈
、
江
布
弟
子
莫
之
或
京
、

楊
・
裳
尤
多
昌
明
之
功
。
顧
其
大
弟
子
、
自
裳
正
繭
公
而
外
、
陳

侍
郎
習
巷
其
最
也
。
嗣
是
、
期
王
尚
書
深
寧
燭
得
呂
皐
之
大
家
。

深
寧
論
事
、
蓋
亦
兼
取
諸
家
、
然
其
綜
羅
文
献
、
賓
師
法
東

莱
、
混
深
寧
少
師
迂
斎
、
則
国
明
招
之
簿
世
。
来
事
則
巴
陵
楊
氏

之
傍
、
授
之
史
公
蒙
卿
、
而
黄
提
刑
東
護
又
別
得
之
遺
書
中
。
首

是
時
、
南
旬
事
者
鼎
携
角
立
、
。
其
亦
盛
哉
。
「
岡
谷
三
先
生

書
院
記
」
、
外
編
巻
一
六
*
全
祖
望
の
「
書
院
記
」
は
す
べ
て

「
外
編
巻
一
六
」
で
あ
り
、
以
下
は
「
記
」
名
の
み
掲
げ
る
。
〕

南
宋
思
想
史
を
、
朱
裏
、
巨
祖
語
、
陸
九
淵
の
学
統
に
分
け
て
整
理
す

る
視
点
に
は
、
さ
ほ
ど
新
味
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
「
五
百
郷
」
寧
波
に

そ
れ
ら
の
学
統
の
継
承
者
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
は
、
い

か
に
も
全
祖
望
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
が
思
想
史
的
に
成
立
す
る
か
否

か
、
ど
れ
ぐ
ら
い
意
味
の
あ
る
指
摘
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議

論
が
あ
り
得
ょ
う
。
だ
が
、
全
祖
望
に
と
っ
て
こ
れ
は
、
そ
う
で
あ
る

べ
き
、
そ
う
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
事
実
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
事
実
の
担
造
と
非
難
す
べ
き
事
柄
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
彼
に
• 

こ
の
よ
う
な
思
想
史
観
を
抱
か
せ
る
の
に
は
十
分
な
、
非
常
に
濃
厚
な

個
人
的
な
体
験
、
場
所
の
記
憶
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
陳
填
王
応

麟
・
黄
震
を
「
同
谷
三
先
生
」
と
捉
え
る
問
題
構
成
自
体
が
こ
の
よ
う

な
思
想
史
観
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
問
題
構
成
を
彼

に
抱
か
せ
た
白
は
、
「
岡
谷
山
」
と
い
う
場
所
と
彼
自
身
と
の
濃
密
な

関
連
性
で
あ
っ
た
。

鄭
県
域
の
東
四
十
里
の
と
こ
ろ
に
、
岡
谷
山
と
い
う
山
が
あ

る
。
そ
の
麓
に
は
宝
瞳
河
が
流
れ
、
西
は
大
函
山
に
望
み
、
東
は

太
白
山
を
跨
ぎ
、
水
木
は
あ
ざ
や
か
で
、
四
明
の
景
勝
の
地
で
あ

る
。
陳
墳
は
こ
こ
に
代
々
住
ん
だ
。
王
応
麟
の
先
祖
の
墓
も
こ
こ

に
あ
り
、
そ
の
た
め
彼
が
亡
く
な
る
と
、
す
ぐ
に
こ
こ
に
埋
葬
さ

れ
た
。
黄
震
も
ま
た
か
つ
て
戦
乱
を
避
け
て
同
谷
山
に
や
っ
て
吉

た
。
そ
の
後
二
百
年
白
時
を
越
え
て
、
先
侍
郎
[
全
元
立
]
が
墓

地
を
(
こ
の
地
に
)
賜
り
、
そ
の
縁
で
わ
が
家
の
父
子
兄
弟
は
こ

の
山
中
に
読
書
す
る
者
が
多
く
、
わ
が
祖
先
に
は
三
つ
の
草
堂
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
謄
雲
館
、
来
鶴
荘
、
阿
育
王
山
房
と
い
う
。

謄
雲
館
だ
け
が
現
存
し
て
お
り
、
亡
き
父
[
全
書
]
は
か
つ
て
そ

の
中
に
お
い
て
、
紙
を
切
っ
て
(
陳
填
・
王
応
麟
・
黄
震
の
)
一
一
一

先
生
の
位
牌
を
作
り
、
私
に
そ
れ
を
杷
ら
せ
た
。
そ
こ
で
私
は
三

先
生
の
書
院
を
改
め
て
っ
く
り
、
先
侍
郎
を
あ
わ
せ
一
組
り
、
そ
し

て
残
り
の
空
間
を
学
舎
に
当
て
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
昔
の
学
聞

を
志
す
者
た
ち
は
、
必
ず
そ
の
土
地
の
先
賢
を
学
舎
に
認
っ
た
も
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の
で
あ
り
、
わ
が
家
の
親
子
が
同
様
の
こ
と
を
し
た
の
も
、
ま
た

や
は
り
古
き
よ
き
伝
統
を
守
っ
た
た
め
で
あ
る
。
〔
城
東
之
四
十

盟
、
有
岡
谷
山
。
其
酷
有
賀
瞳
河
、
左
枕
大
函
、
右
股
太
白
、
水

木
明
窓
、
四
明
東
道
之
絶
勝
也
。
習
稽
世
居
於
此
。
而
深
寧
先
聾

在
意
、
故
其
卒
也
、
即
葬
於
此
。
東
護
亦
嘗
避
地
其
問
、
輪
二
百

年
、
而
矯
先
侍
郎
之
賜
筆
、
是
以
子
家
父
子
兄
弟
多
讃
書
山
中

者
、
先
世
有
草
堂
一
一
一
、
日
陰
雲
館
、
日
来
鶴
荘
、
日
阿
育
王
山

房
。
今
惟
陰
雲
無
差
、
先
公
嘗
於
其
士
一
期
紙
矯
三
先
生
神
位
、
令

予
租
之
。
予
因
請
改
作
三
先
生
書
院
、
配
之
以
先
侍
郎
、
而
以
並
(

絵
馬
事
合
。
古
之
事
者
、
必
稀
奨
於
其
郷
之
先
師
、
予
家
父
子
之

爵
比
、
亦
猶
行
古
之
道
也
。
/
同
前
〕

陳
填
・
王
応
麟
・
黄
震
た
色
が
、
こ
の
同
谷
山
で
具
体
的
な
語
学
活
動

を
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
、
代
々
こ
こ
に
住
ん
で
い
た

り
、
墓
が
こ
こ
に
あ
っ
た
り
、
一
時
的
に
こ
こ
に
避
難
し
て
い
た
り
し

た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
彼
ら
が
「
向
谷
三
先
生
」
と
い
う
括
り

方
で
顕
彰
さ
れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
、
全
祖
望
の
一
族
が
こ
の
地
で
学

問
を
行
っ
た
り
、
「
三
先
生
」
を
肥
っ
た
り
し
た
歴
史
が
あ
っ
た
か
ら

な
の
で
あ
る
。
「
歴
代
学
校
書
院
考
略
」
が
そ
の
リ
ス
ト
か
ら
外
し
た

こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
書
院
と
し
て
の
実
態
を
備
え

た
「
同
谷
コ
一
先
生
書
腕
」
な
る
も
の
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
、
こ
の
書
院
記
を
、
「
事
実
の
記
録
」
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
実
は
た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
降
り
積
も
る
歴
史
の
な
か
で
文
化
を
発
酵
さ
せ
ん
と
す
る

知
的
営
為
(
「
行
古
之
道
」
)
が
、
確
か
に
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ

又
旬
。

全
祖
望
が
「
書
院
記
」
と
い
う
形
で
記
録
を
残
し
た
所
謂
「
書
院
」

の
な
か
に
は
、
も
ち
ろ
ん
「
歴
代
学
校
書
院
考
略
」
の
リ
ス
ト
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
、
「
書
院
」
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
も
、
こ
こ
ま
で
私
が
述
べ
来

た
っ
た
こ
と
が
ら
が
確
か
に
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま

ず
は
「
城
南
書
院
」
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

城
南
書
院
は
、
裳
受
先
生
の
家
挫
で
あ
る
。
四
先
生
町
議
学
堂

は
、
(
楊
簡
先
生
ゆ
か
り
の
)
慈
湖
書
院
が
宋
代
に
建
て
ら
れ
、

だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
「
同
谷
三
先
生
書
院
記
」
を
逆
向
き

に
読
ん
で
い
く
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
全
祖
望
に
と
っ
て
、
岡
谷

山
と
い
う
場
所
で
先
祖
代
々
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
知
的
営
為
、
場
所

と
の
濃
密
な
関
わ
り
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
こ
の
地
と
関
わ
り
を
持
っ

た
三
人
の
先
人
が
歴
史
的
に
存
在
し
た
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
学
問
と
そ
の
系
譜
を
整
理
す
る
な
か
で
、

全
祖
望
は
、
南
宋
思
想
史
の
三
大
潮
流
が
み
ご
と
な
ま
で
に
こ
の
地
に

注
ぎ
込
ん
で
い
る
こ
と
を
「
発
見
」
し
た
の
で
あ
る
。
「
同
谷
三
先
生
」

と
い
う
問
題
構
成
は
、
そ
れ
故
、
「
南
米
思
想
史
」
の
領
域
に
は
属
さ

な
い
。
こ
れ
は
、
南
宋
思
想
史
の
事
実
の
記
録
で
は
な
く
、
全
氏
一
族

の
知
的
営
為
を
継
承
顕
彰
す
る
記
念
の
論
文
な
の
で
あ
る
。
繰
り
返

し
に
な
る
が
、
全
祖
望
に
は
こ
う
い
う
性
質
の
「
記
録
」
が
数
多
く
あ

り
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
「
記
録
」
と
し
て
、
後
世
に
伝
承
さ
れ
、
い
ま

だ
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
の
意
味
を
、
我
々
は
深
く

認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四
「
四
先
生
」
と
い
う
構
図
と
城
南
書
院
の
復
興
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文
及
翁
氏
が
書
院
記
を
著
し
た
。
(
時
国
珠
先
生
ゆ
か
り
の
)
広
平

書
院
は
元
代
に
建
て
ら
れ
、
王
応
麟
氏
が
書
院
記
を
著
し
た
。
哀

隻
先
生
の
書
院
は
宋
代
に
建
て
ら
れ
た
が
、
書
院
記
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
。
沈
燥
先
生
だ
け
が
専
用
の
学
塾
が
無
か
っ
た
が
、
明
代

の
人
が
は
じ
め
て
沈
燥
先
生
の
た
め
に
南
山
書
院
を
建
立
し
て
、

そ
の
欠
を
補
っ
た
。
五
百
年
来
、
一
二
書
院
は
衰
退
し
た
も
の
の
、

ま
だ
存
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
城
南
書
院
の
跡
だ
け
が
廃
櫨
と

な
っ
て
い
た
。
私
は
既
に
先
聖
賢
人
の
古
蹟
を
遍
く
て
が
け
て
き

た
が
、
そ
の
地
も
訪
れ
て
復
興
し
た
。
〔
城
南
書
院
者
、
裳
正
献

公
之
家
塾
也
。
四
先
生
之
講
堂
、
慈
湖
書
院
建
於
宋
、
文
参
政
本

心
記
之
。
虞
平
書
院
建
於
元
、
王
尚
書
深
寧
記
之
。
正
献
之
書
院

亦
建
於
宋
、
而
其
記
不
博
。
惟
沈
端
憲
公
無
専
塾
、
明
人
始
矯
補

立
南
山
書
院
。
五
百
年
以
来
、
三
書
院
雄
官
君
、
尚
有
存
者
、
町
城

南
之
社
濁
担
。
予
既
遍
皐
先
賢
故
蹟
、
乃
訪
其
地
而
復
之
。
「
城

南
書
院
記
」
〕

「
四
先
生
」
と
は
、
既
出
白
、
淳
照
年
間
に
郡
波
地
域
で
活
躍
し
た
陸

九
淵
思
想
の
継
承
者
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
全
祖
望
は
、
盛
ん
に
彼
ら

の
活
動
に
言
及
し
、
顕
彰
し
た
(
想
。
と
の
「
四
先
生
」
に
関
わ
る
諸

学
所
の
な
か
で
「
三
書
院
」
が
曲
が
り
な
り
に
も
存
続
し
て
い
る
の
に

対
し
、
「
城
南
書
館
」
だ
け
が
消
失
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、

全
祖
望
が
復
興
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
復
興
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
事

実
と
し
て
「
書
院
」
は
脊
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
「
城
南
書
院
記
」

は
事
実
の
記
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
録
者
は
実
は
当
事
者
で
あ
っ

た
。
「
予
既
遍
事
先
賢
故
蹟
」
と
あ
る
よ
う
に
、
全
祖
望
は
決
し
て
書

斎
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
な
タ
イ
プ
叩
学
者
で
は
な
か
っ
た
。
彼

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
1
カ
ー
で
あ
り
、
実
践
家
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
あ
の
時
代
に
、
あ
れ
だ
け
の
史
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
な
ど
不

可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
文
献
資
料
だ
け
で
な
く
、
寧
波
地
域

の
歴
史
文
化
遺
跡
の
保
存
に
対
し
て
も
、
彼
は
大
き
な
功
績
を
果
た
し

た
。
こ
れ
は
、
全
祖
望
を
理
解
す
る
う
え
で
幾
ら
強
調
し
て
も
足
り
な

い
ぐ
ら
い
重
裂
な
点
で
あ
る
。

だ
が
、
「
岡
谷
三
先
生
書
院
記
」
の
時
と
同
根
の
問
題
が
こ
こ
に
も

存
す
る
。
全
祖
望
自
身
が
非
常
に
深
く
「
城
南
書
院
」
と
い
う
場
所
と

関
わ
り
、
濃
厚
な
記
憶
を
そ
の
場
所
と
共
有
し
て
い
て
、
そ
の
彼
が

「
城
南
書
院
」
に
関
す
る
記
録
を
残
し
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

当
事
者
が
記
録
者
だ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
来
(
哀
正
献
公
之

••.• 

家
塾
」
で
あ
っ
た
も
の
を
、
彼
が
、
「
四
先
生
之
講
堂
」
を
全
て
揃
っ

•••••• 
た
形
で
存
在
さ
せ
る
た
め
に
「
書
院
」
と
し
て
復
興
さ
せ
た
点
に
も
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
四
先
生
」
と
い
う
思
想
史
の
構
図
を
十
全
な
も

の
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
こ
は
、
そ
こ
に
あ
る
べ
き
、
無
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
嘗
て
確
か
に
あ
っ
た
も
の
を
復
興
さ
せ

た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
事
実
に
反
し
た
こ
と
を
彼
が
行
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
だ
が
、

7
そ
こ
に
あ
る
べ
き
、
無
付
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

哀
惜
と
理
念
に
従
っ
て
そ
れ
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
事
実

以
上
の
も
の
を
そ
こ
に
侍
け
加
え
た
こ
と
に
は
な
る
。
そ
し
て
、
繰
り

返
し
に
な
る
が
、
そ
の
彼
が
こ
の
記
録
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

「
事
実
以
上
の
も
の
を
そ
こ
に
付
け
加
え
た
」
と
い
う
点
に
は
補
足

説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
全
祖
望
は
、
「
城
南
書
院
記
」
の
後
半
で
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
宋
朝
以
来
、
大
儒
が
林
立
し
、
そ
の
子
弟
で
師
の
緒
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言
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
か
な
り
の
数
に
上
る
が
、
世
代
を

経
て
と
も
に
大
儒
と
な
っ
た
例
は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
思
う

に
、
先
に
は
た
だ
武
夷
の
削
氏
の
み
で
あ
る
。

0

・
そ
由
後
は
、

た
だ
哀
氏
の
み
が
、
衰
嬰
先
生
を
輩
出
し
て
、
高
官
と
し
て
一
時

代
を
築
い
た
。
黄
震
氏
は
倒
学
(
朱
子
学
)
を
最
も
主
と
し
て
修

め
た
人
物
で
あ
る
が
、
哀
盤
先
生
に
つ
い
て
は
「
晩
米
に
之
に
先

ん
ず
る
者
無
し
」
と
み
な
し
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
城
南
書

院
の
再
建
は
、
単
に
裳
氏
の
学
統
の
み
が
私
物
化
で
き
る
も
の
で

も
な
け
れ
ば
、
五
日
が
郷
の
学
統
が
私
物
化
で
き
る
も
の
で
も
な
い

の
で
あ
る
。

城
南
書
院
の
跡
地
は
、
思
う
に
慶
暦
年
問
、
楼
郁
先
生
の
部
学

堂
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
時
の
学
者
は
楼
郁
先
生
を
城
南
先
生
と
呼

ん
だ
。
楼
郁
先
生
が
域
内
の
西
湖
に
移
り
住
ん
だ
後
は
、
衷
隻
先

生
の
高
祖
で
あ
る
哀
般
公
が
楼
郁
先
生
の
高
弟
で
あ
っ
た
縁
で
そ

の
地
に
お
い
て
講
学
を
行
い
、
か
く
し
て
世
々
そ
こ
に
住
む
こ
と

と
な
っ
た
。
裳
愛
先
生
の
コ
一
人
の
子
(
哀
喬
、
衰
粛
、
衷
甫
)

は
、
衷
甫
先
生
が
域
内
の
監
橋
に
移
り
住
ん
だ
以
外
は
、
ず
っ
と

城
南
に
住
ん
で
お
り
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の
血
筋
を
嗣
ぐ
者
が
存

し
て
い
る
。
書
院
が
完
成
し
た
の
で
、
た
だ
ち
に
裳
氏
の
後
人
に

主
宰
さ
せ
た
。
〔
且
夫
有
宋
以
来
、
大
儒
林
立
、
其
子
弟
能
守
其

緒
言
者
甚
多
、
而
再
世
並
局
大
儒
、
別
不
概
見
。
蓋
前
惟
武
夷
胡

氏
・
。
其
後
惟
衷
氏
、
資
生
正
剤
、
冠
箆
一
時
。
黄
提
刑
東
毅

最
主
閤
聞
字
、
至
於
正
粛
、
以
爵
晩
宋
無
先
之
者
、
則
書
院
之
建

也
、
微
特
非
衰
氏
之
皐
統
所
得
而
私
、
抑
出
旦
吾
郷
之
事
統
所
得
私

哉
。
城
南
之
社
、
議
始
於
慶
暦
中
正
議
櫨
公
之
講
堂
、
省
時
阿
主
匂

稽
局
城
南
先
生
。
及
正
議
遷
居
域
内
西
湖
、
正
厳
之
高
祖
光
禄
以

高
弟
講
皐
其
地
、
遂
世
居
鷲
。
正
戯
三
子
正
調
遷
居
域
内
壁
椅
、

而
其
除
仰
在
城
南
、
至
A
マ
猶
有
存
者
。
書
院
既
成
、
即
使
裳
氏
後

人
司
之
。
/
同
前
〕

城
南
書
院
建
設
の
意
義
は
、
衰
氏
一
族
だ
け
が
独
占
で
き
る
も
の
で

は
な
い
ば
か
り
か
、
「
吾
が
郷
」
の
学
統
も
ま
た
そ
れ
を
独
占
で
き
な

い
、
普
遍
的
な
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
引
用
文
前
段
で
こ
の
よ

う
に
述
べ
来
た
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
後
段
で
は
、
哀
氏
一
族
と
こ
の

場
所
と
の
関
わ
り
が
歴
史
的
に
回
顧
さ
れ
、
書
院
が
完
成
し
た
か
ら
に

は
、
「
裳
氏
後
人
」
に
そ
れ
を
主
宰
さ
せ
よ
う
と
語
っ
て
い
る
。
半
ば

矛
盾
し
た
よ
う
な
主
張
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
自
身
が
、
こ
の
場
所

が
「
哀
正
献
公
之
家
塾
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
こ
の
場
所
が
普
遍
的
な
存
在
意
義
を
有
す
る
と
い
う
彼
の
確
信

が
、
や
や
強
引
な
形
で
「
書
院
」
を
「
復
興
」
さ
せ
、
こ
の
「
書
院

記
」
を
書
か
せ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
つ
の
点
を
追
記
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
城
南
書
院

が
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
な
ぜ
か
こ
の
文
章
に
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
の
書
院
は
、
西
湖
(
月
湖
)
の
「
竹
洲
」
付
近

に
あ
っ
た
。
「
竹
洲
」
と
い
え
ば
、
全
祖
望
に
は
「
竹
洲
三
先
生
書
院

記
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
沈
燥
・
沈
煩
兄
弟
お
よ
び
呂
担

倹
の
三
人
が
同
地
で
講
学
活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
全
祖
望

が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
院
も
「
歴
代
学
校
書
院
考
略
」
に
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
全
祖
望
が
こ
の
書
院
記
で
「
史
浩
は
老

年
に
よ
り
致
仕
す
る
と
、
竹
洲
の
一
閣
を
下
賜
さ
れ
、
孝
宗
は
「
四
明

洞
天
」
と
題
し
た
門
の
扇
額
を
書
し
て
与
え
た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
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真
隠
観
で
あ
る
〔
史
忠
定
王
弱
者
、
御
賜
竹
洲
一
曲
、
寄
皐
矯
書
四
明

洞
天
之
闘
以
題
之
、
即
所
柄
真
隠
槻
者
也
〕
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

実
質
的
に
は
、
南
宋
時
代
に
宰
相
に
な
っ
た
史
浩
の
別
荘
地
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
「
竹
洲
三
先
生
書
院
記
」
は
、
以
下
の
興
味
深
い
文
章

で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

先
に
先
宮
倉
公
が
竹
洲
を
手
に
入
れ
た
と
き
、
沈
換
先
生
白
た

め
に
書
院
を
建
て
よ
う
と
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
竹

洲
は
し
ば
し
ば
主
人
を
変
え
て
い
き
、
後
に
私
の
も
の
と
な
っ

た
。
以
上
、
顛
末
を
記
し
て
お
く
。
[
先
宮
倉
公
之
得
竹
洲
也
、

擬
漏
端
憲
築
書
院
而
米
成
、
其
後
竹
洲
屡
易
主
、
而
後
腸
於
予
、

乃
遂
事
駕
而
記
之
。
]

「
先
宮
倉
公
」
こ
と
全
天
叙
(
「
授
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
字
は
伯

典
)
は
、
こ
れ
ま
で
再
三
登
場
し
て
き
た
全
元
立
の
孫
、
全
祖
聾
に

と
っ
て
は
高
祖
父
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
全
桓
望
は
彼
の
故
宅
(
竹

洲
に
ほ
ど
近
い
月
湖
西
岸
に
あ
っ
た
)
で
誕
生
し
た
。
そ
し
て
、
先
祖

と
因
縁
深
い
こ
の
竹
洲
を
手
に
入
れ
た
全
祖
望
は
、
先
祖
の
念
顕
で

あ
っ
た
(
書
院
」
を
「
復
興
」
し
た
わ
け
で
あ
る
。
先
祖
以
来
の
濃
密

な
記
憶
を
有
す
る
場
所
と
由
関
わ
り
と
い
う
点
で
「
同
谷
三
先
生
書
院

記
」
と
通
底
し
て
お
り
、
寧
波
の
先
人
を
記
念
す
る
文
章
の
な
か
で
、

全
氏
一
族
の
歩
み
が
そ
れ
と
す
り
あ
わ
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

追
記
し
た
い
第
二
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
使
用
し
て
き
た
「
書

院
の
復
興
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
論
述
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
全
祖
望
の
活
躍
に
よ
っ
て
実
態
と
し
て

の
書
院
が
姿
を
も
っ
て
現
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
全
祖
望
の
記
録
に

よ
っ
て
記
憶
の
「
再
編
成
/
強
化
」
が
行
わ
れ
た
、
と
考
え
た
ほ
う
が

事
実
に
よ
り
即
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
全
祖
望

が
記
録
を
残
し
て
い
る
「
南
東
静
清
書
院
」
と
「
長
春
普
段
」
を
例
に

と
っ
て
補
完
し
た
い
。
こ
の
二
つ
の
書
院
は
そ
れ
ぞ
れ
鄭
清
之
と
高
閲

に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
が
、
全
祖
望
白
当
時
、
前
者
は
「
琉

圃
」
に
、
後
者
は
「
庵
」
に
成
り
果
て
て
い
た
。
そ
こ
で
全
祖
望
は
こ

れ
ら
を
「
復
興
」
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、

以
下
の
点
で
あ
る
ロ
も
と
も
と
は
鄭
清
之
が
楼
坊
を
担
っ
た
こ
と
に
端

を
発
す
る
「
南
東
書
院
」
に
関
し
、
寧
波
地
域
に
朱
煮
の
学
統
を
伝
え

る
大
き
な
功
績
を
有
し
な
が
ら
歴
史
的
に
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
史
蒙
卿
こ
そ
が
栗
主
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
全
祖
望
は
、
史

蒙
卿
の
号
を
加
え
て
改
祢
し
た
「
南
東
静
清
書
院
」
を
「
復
興
」
し
た

(
「
扇
東
静
清
書
院
記
」
)
。
ま
た
、
「
長
春
書
院
」
に
つ
い
て
は
、
宋
末

に
既
に
高
氏
の
子
孫
に
よ
っ
て
「
功
徳
道
場
」
と
な
っ
て
い
た
同
地

を
、
高
聞
の
「
正
問
宇
」
を
顕
彰
す
る
た
め
に
、

7
」
こ
を
書
院
に
改
め
、

高
閲
先
生
の
耐
を
租
り
、
蒋
暗
唱
も
並
び
租
る
こ
と
に
し
た
〔
改
局
書

院
、
以
奉
憲
敏
之
問
、
而
配
之
以
季
荘
〕
」
(
「
長
春
書
院
記
」
)
の
で
あ

る
。
蒋
瑠
は
、
高
関
と
交
遊
白
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
γ

が
、
彼
が
こ
四

「
長
春
書
院
」
に
記
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
彼
と

高
閣
と
の
交
遊
が
寧
波
学
術
史
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
全
祖
望
が
判

断
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
彼
自
身
が
同
地
に
特
別
な
因
縁
を
も
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
書
院
も
「
歴
代
学
校
書
院
考
略
」

に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
全
祖
望
の

理
念
学
術
史
観
に
従
っ
て
文
化
的
記
憶
が
再
編
さ
れ
、
彼
の
記
録
に

よ
っ
て
そ
の
歴
史
的
意
義
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
の

検
討
で
明
ら
か
で
あ
る
う
。
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お
わ
り
に

2開場所の記憶/全祖望の記録

天
一
閣
二
老
閣
・
同
谷
三
先
生
書
院
・
城
南
書
院
に
関
す
る
全
祖

望
の
記
録
を
紹
介
し
な
が
ら
、
場
所
の
中
に
歴
史
と
文
化
と
を
看
取
し

て
い
こ
う
と
す
る
彼
の
姿
勢
を
確
認
し
て
き
た
。
彼
は
非
常
に
真
塾

に
、
寧
波
地
域
の
「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
(
土
地
周
霊
)
」
「
場
所
の
記

憶
」
を
記
録
し
、
継
号
車
L
、
顕
彰
し
よ
う
と
努
め
た
。
こ
れ
は
、
決
し

て
彼
だ
け
に
見
ら
れ
る
営
み
で
は
な
い
が
、
彼
ほ
ど
、
前
代
の
歴
史
を

掘
り
起
こ
し
語
り
継
ぎ
、
後
世
に
参
照
さ
れ
得
る
記
録
を
残
し
た
人
物

も
、
そ
う
ざ
ら
に
い
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
の
意
義
は
、
何
度

強
調
し
て
も
足
り
な
い
ほ
ど
で
あ
り
、
寧
波
地
域
の
文
化
風
土
の
多
く

は
彼
の
記
録
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
無
か
ろ

う
(
日
立
。
こ
の
点
を
確
認
し
た
う
え
で
、
し
か
し
問
題
は
、
そ
の
よ
う

な
彼
の
営
み
が
偉
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
後
世
の
我
々
は
、
彼
の
記

録
白
特
性
に
意
を
払
う
必
要
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全

祖
望
が
の
こ
し
た
蔵
書
楼
・
書
院
の
記
録
は
、
い
ま
あ
る
も
の
を
そ
の

ま
ま
記
し
録
し
た
と
い
う
よ
り
は
、

A
7
あ
る
も
の
の
奥
に
あ
っ
て
そ
れ

を
支
え
て
い
る
歴
史
性
・
理
念
性
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
を
継
承
・
顕

彰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寧
波
に
対
す
る
強
烈
な
「
場
所

愛
」
が
そ
れ
を
突
突
進
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
現
代
の
我
々
を
合
む
後

世
の
人
間
は
、
全
祖
望
の
そ
の
よ
う
な
記
録
特
性
を
帯
び
た
史
資
料
を

利
用
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
記
録
の
根
底
に
ひ
そ
む
記
憶
と
記
念
と

を
も
理
解
し
た
う
え
で
利
用
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
全
祖
望

史
観
の
安
易
な
再
生
産
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

注(
1
)

鈴
木
博
之
『
場
所
に
聞
く
、
世
界
の
中
の
記
憶
』
(
王
国
社
、

二
O
O五
年
)
一
三
八
頁

(
2
)

『
宋
元
学
案
』
に
対
す
る
増
補
修
訂
作
業
か
ら
全
祖
望
の
恩

想
史
観
を
摘
出
し
た
研
究
に
、
何
俊
「
宋
元
儒
学
の
再
構
築
と

清
初
の
思
想
史
の
歴
史
観
『
宋
元
学
案
』
全
氏
補
本
を
中
心

、
と
し
た
考
察
」
(
鈴
木
弘
一
郎
訳
、
『
中
国
|
社
会
と
文
化
』

第
二

O
号
、
二

O
O五
年
)
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。

(
3
)

イ
1
7
1

ト
ゥ
ア
ン
『
ト
ポ
フ
イ
リ
ア
人
間
と
環
境
』

(
小
野
有
五
・
阿
部
一
訳
、
せ
り
か
書
房
、
一
九
九
二
年
)
を

参
照
。

(
4
)

「
漸
東
学
派
」
に
対
す
る
私
見
に
つ
い
て
は
、
早
坂
俊
康

「関

T
A宋
元
学
案
》
的
。
斯
学
。
概
念
|
作
為
話
語
表
象
的

♂
本
嘉
ヘ
。
金
華
ψ

和
。
四
明
ψ

」
(
陳
輝
訳
、
『
祈
江
大
学

学
報
』
(
人
文
社
会
科
学
版
)
第
三
二
巻
第
一
期
、
二

O
O
二

年
)
と
い
う
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
5
)

豊
坊
(
後
に
名
を
道
生
に
改
め
る
)
、
字
は
人
翁
、
別
号
を

南
高
外
史
と
い
う
。
彼
に
つ
い
て
は
、
平
岡
武
夫
「
古
書
の
幻

想
と
文
字
の
魅
惑
豊
坊
の
古
書
世
学
」
(
『
経
書
の
伝
統
』
、

岩
波
書
庄
、
一
九
五
一
年
、
所
収
)
を
参
照
。
ま
た
、
東
京
大

学
出
版
会
か
ら
刊
行
予
定
の
(
東
ア
ジ
ア
海
域
に
漕
ぎ
出
す
」

シ
リ
ー
ズ
第
二
巻
『
文
化
都
市
寧
波
』
に
、
城
西
豊
氏
に
関

す
る
近
藤
一
成
氏
の
論
考
が
あ
る
白
で
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た

(6)

天
一
閣
の
蔵
書
と
万
巻
楼
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
虞
浩
旭
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『
歴
代
名
人
与
天
一
閣
』
(
寧
波
出
版
社
、
二

O
O
一
年
)
に
考

誌
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。

(
7
)

煩
墳
に
わ
た
る
た
め
、
人
名
に
閲
す
る
細
か
い
注
記
は
省
略

す
る
。
こ
こ
で
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
局
上
事
統
」
に

つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
早
坂
俊
蹟
・
安
部
力
・
荒
木

龍
太
郎
・
久
米
裕
子
・
黒
田
秀
教
「
全
祖
望
「
書
院
記
」
訳

注
」
(
『
平
成
一
七
年
度

1
一
一
一
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

補
助
金
・
特
定
領
域
研
究
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝

統
文
化
の
形
成
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創
生
|
研
究
報

告
書
』
第
三
巻
、
五
八
七
六
三
六
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
稿
は
、
こ
の
共
同
研
究
抜
き
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
も
の
で

あ
り
、
共
同
研
究
者
の
各
位
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
こ

の
共
同
研
究
の
起
爆
剤
・
導
き
手
と
な
っ
た
論
文
に
、
佐
藤
仁

「
全
祖
望
撰
「
慶
暦
五
先
生
書
院
記
」
考
」
(
同
氏
『
宋
代
の
春

秋
学
|
宋
代
士
大
夫
の
思
考
世
界
|
』
所
収
、
二

O
O七
年
、

研
文
出
版
)
が
あ
る
。

(
B
)

全
元
立
、
字
は
汝
徳
、
号
は
九
山
、
郵
県
の
人
。
嘉
嫡
一
四

(
一
五
三
五
)
年
の
進
士
。
翰
林
学
士
、
工
部
侍
郎
等
を
務
め

た
。
専
権
を
握
っ
て
い
た
厳
嵩
と
激
し
く
対
立
し
た
と
い
う
。

彼
は
、
全
祖
望
の
六
世
祖
で
あ
り
、
担
望
が
特
に
敬
慕
し
た
祖

先
の
一
人
で
あ
る
。
玉
、
江
健
『
全
祖
望
評
伝
』
(
南
京
大
学
出

版
社
、
一
九
九
六
年
)
五
一
頁
を
参
照
。

(
9
)

鶴
浦
は
半
浦
と
も
い
い
、
現
在
の
寧
波
市
半
浦
鎮
の
こ
と
。

ニ
老
閣
の
所
在
地
(
建
物
は
現
存
せ
ず
)
。
な
お
、
二
老
閣
の

み
な
ち
ず
、
寧
波
地
域
の
蔵
書
楼
に
つ
い
て
は
、
路
兆
平
『
書

城
演
記
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

O
O
O年
)
が
参
考
に
な

マゐ。

(
叩
)
企
担
望
の
学
聞
が
「
情
感
に
笛
み
、
正
義
に
心
酔
し
、
故
国

に
対
す
る
思
い
」
に
満
ち
て
い
る
、
「
内
か
ら
外
へ
と
向
か
う

学
問
」
で
あ
る
点
を
、
既
に
社
維
運
氏
が
「
全
祖
望
之
史
学
」

(
『
清
代
史
学
与
史
家
』
、
東
大
図
書
公
司
、
一
九
八
四
年
)
に

お
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

(
刊
)
全
祖
望
の
書
院
記
に
つ
い
て
は
、
注

(
7
)
に
掲
げ
た
研
究

報
告
書
に
全
訳
が
裁
っ
て
い
る
の
で
、
参
回
附
さ
れ
た
い
。
た
だ

し
、
本
稿
で
は
、
訳
を
一
部
改
変
し
て
引
用
し
て
い
る
箇
所
が

あ
る
。

(
也
)
早
坂
俊
康
「
寧
波
に
お
け
る
知
の
営
み
と
そ
の
伝
統
」
(
『
信

大
史
学
』
第
三
三
号
、
一

l
二
O
頁
、
二

O
O八
年
)
が
類
似

の
話
題
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た

(
相
)
「
淳
照
四
先
生
洞
堂
碑
文
」
「
四
先
生
相
堂
碑
陰
文
」
(
外
編

巻
一
一
間
)
「
奉
臨
川
先
生
帖
子
」
「
答
臨
川
先
生
間
淳
照
四
君
子

世
系
帖
子
」
(
周
巻
四
四
)
な
ど
を
参
照
。

(
同
)
こ
こ
で
仮
に
「
文
化
風
土
」
と
称
し
た
事
柄
に
つ
い
て
は
、

以
下
を
参
照
。
「
人
間
は
、
自
ら
の
行
為
を
ミ
ュ
ト
ス
(
筋
立

て
)
に
よ
っ
て
語
る
生
き
物
で
あ
る
。
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
語
り
を
つ
う
じ
て
、
語
ら
れ
る
事
柄
が

物
語
へ
と
仕
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
語
り
合
う
と
い
う

行
為
を
つ
う
じ
て
、
個
々
の
経
験
を
共
同
的
な
経
験
に
接
続
す

る
空
間
の
シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ば
〈
物
語
の
空
間
〉
が
出
来
上



が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ご
く
簡
単
に
い
え
ば
、
風

土
と
は
そ
う
し
た
物
語
空
間
そ
の
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
が
行
き
交
い
つ
つ
、
語
る
行
為
を
交
す
こ
と
の
で
き
る

〈
場
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
に
他
な
ら
な
い
。
」
(
木
岡
伸
夫

「
沈
黙
と
語
り
の
あ
い
だ
」
、
安
彦
一
恵
他
編
『
風
景
の
哲
学
』
、

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
三

O
O二
年
、
四
六
1
四
七
頁
)
。
な
お
、

よ
り
本
格
的
に
展
開
さ
れ
た
議
論
と
し
て
、
同
じ
く
木
岡
伸
夫

氏
に
『
風
土
の
論
理
地
理
哲
学
へ
の
道
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書

房
、
二

O
一
一
年
)
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。

場所の記憶/全祖望の記録

[
付
記
]
本
論
文
は
、
二

O
一
0
年
度

'i
一
O
一
三
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
・
基
盤
研
究

(C)
「
清
朝
中
期
以
降
の
寧
波
に
お
け
る
文
化

保
存
の
精
神
史
」
(
代
表
早
坂
)
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
の
着
想
は
、
二

O
O五
年
度

1
ニ
O
O九
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
・
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化

の
形
成
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創
生
」
(
代
表
小
島
毅
)
内

申
計
画
研
究
「
寧
波
に
お
け
る
知
の
営
み
と
そ
の
伝
統

l
学
脈
・
宗

族
・
ト
ポ
フ
ィ
リ
ア

l
」
(
代
表
。
早
坂
)
に
拠
る
共
同
研
究
に
端
を

発
し
、
内
容
の
一
部
を
同
特
定
領
域
研
究
主
催
の
「
焦
点
と
し
て
の
寧

波
・
漸
江
文
化
の
多
層
性
と
そ
の
膿
境
|
」
(
二

O
O八
年
七
月
二

七
日
、
東
京
大
学
)
で
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
二

O
O九
年
七
月
二

三
日
に
天
一
閣
博
物
館
で
、
二

O
一
一
年
五
月
一
二

O
日
に
断
江
大
学
人

文
学
院
で
、
や
は
り
内
容
の
一
部
を
報
告
し
た
。
そ
の
場
で
有
益
な
助

言
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
こ
こ
に
謝
意
を
記
し
た
い
。
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